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Ⅰ．五蔵六府は解剖の結果、「科学的に」定まったのか。

【１】 五蔵六府はなぜ五蔵六府なのか。それは解剖の結果、定まったのか。
【２】 『内経』には、五蔵五府、五蔵六府、五府六蔵および六蔵六府の四説が併存していると趙洪鈞先生はいう。混乱する『内経』蔵府論をとりまとめ、六蔵六府に定式化したのは、『霊枢』経脈篇である。『霊枢』経脈篇において、循環する十二経脈説と六蔵六府説は完成し、今日に継承されている。 
【３】 にもかかわらず、なぜ「五蔵六府」という言い方が強固に残ってきたのか。
【４】 はるか昔、周の時代（紀元前1046年頃−紀元前256年）すでに、天六地五は天人合一の数の原理であった。それは生命構造のモデルとしては十分機能せず、宇宙論や政治学の領域に止まっていた。医学がまだ未発達だったからである。
周代の歴史書、『国語』周語下にいう。
「天六地五は数の常なり。之を経するに天を以てし、之を緯するに地を以てし、経緯爽（たがわ）ざるは、文の象なり」（天の六気を縦糸とし、地の五行を横糸とし、森羅万象を組織し、経緯が狂わないのは、文徳の象徴である。）
【５】この天六地五説は、『内経』の臓腑説、経脈説が作り出された漢代には復活し、人体や生命の秘密を解く、不可欠の天数と考えられた。
前漢・武帝時代に寵児となった儒家、菫仲舒（紀元前176年? - 紀元前104年?）は次のように書いている。これは医学書ではない。政治の書である。
「人の形体は、天数を化して成る」（『春秋繁露』為人者天）
「ただ人のみ独り能く天地に偶す。人に三百六十節有るは、天の数に偶す。形体骨肉は、地の厚きに偶す。上に耳目の聡明有るは、日月の象なり。体に空竅理脈有るは、川谷の象なり。心に哀楽喜怒有るは、神気の類なり。(略) 天地の符、陰陽の副、常に身に設けらるれば、身はなほ天のごとし。数と之と相参わる、故に命と之と相連なるなり。天は終歳の数を以て、人の身を成す。故に小節三百六十六は、日の数に副う。大節十二分は、月の数に副う。内に五蔵有るは、五行の数に副う。外に四肢有るは、四時の数に副う。乍（たちま）ち視乍ち瞑きは、昼夜に副う。乍ち剛乍ち柔なるは、冬夏に副う。乍ち哀乍ち楽なるは、陰陽に副う。心に計慮有るは、度数に副う。行いに倫理有るは、天地に副う」（董仲舒『春秋繁露』人副天数（人、天数にそう））
中国・後漢の章帝のとき(紀元79年)，詔勅をうけて多くの学者が宮中の白虎観で儒教経典の解釈をめぐっておこなった討論を整理した『白虎通』（班固編集）に、以下のようにある。
「人に五藏六府あるは、何に法（のっとる）か。五行六合に法るなり」（『白虎通』五行） 
「人もと六律五行の気を含みて生まれる。ゆえに、内に五蔵六府あり。五藏とは何か。肝、心、肺、腎、脾を謂うなり。六府は何を谓うや。大腸、小腸、胃、膀胱、三焦、胆を謂うなり」（『白虎通』情性）
【７】 だから必然的に蔵は五であり、府は六になる。それに反すれば、天地の中和を得ることができず、民は以て生を受けることがない。そうでなければ、天六地五の天数に違反しているのである。
「余聞く、人の天道に合するや、内に五蔵あり、以って五音、五色、五時、五味、五位に応ずるなり。外に六府あり、以って六律に応じ、六律は陰陽諸経を建て之を十二月、十二辰、十二節、十二経水、十二時に合す。十二経脉は、此れ五藏六府の天道に応ずるゆえんなり」 （『霊枢』経別）
「天に五音有り、人に五蔵有り。天に六律有り、人に六府有り。……此れ人と天地と相い応ずるものなり」（『霊枢』邪客）
【８】　経脈が11本という、『霊枢』経脈篇以前の説（馬王堆漢墓出土の『足臂十一脈灸経』『陰陽十一脈灸経』）は、五藏六府説を踏まえていたのだろう。
【９】 それに一本増やして経脈が十二になったことは、六蔵六府説への進化を意味している。にもかかわらず、常に「五蔵六府」というパターン的言い方を維持している。
【10】なぜ、6と5が天数として重要だったのか。
後漢・章帝の時に班固らによって編纂された『漢書』律歴志第一上はこう説明する。
「天六地五は数の常なり。天に六気あり、降りて五味となる。それ五六とは天地の中合いにして、民の生を以て受ける所なり。故に日に六甲あり、辰に五子ありといい、十一にして天地の道は畢んぬ。終りて又始まるという」　
天六地五は、天干地支の考えが生み出した数字神秘主義である。干支は、干は陽であり、支は陰である。天干（甲・乙・丙・丁・戊・己・庚・辛・壬・癸）は十あり，地支（子・丑・寅・卯・辰・巳・午・未・申・酉・戌・亥）は十二ある。それを十干十二支ともいう。10と12の最小公倍数は60だから（それを一甲子という）、それを十干と十二支で分割すると、一甲子中に甲は6回現れ、子は5回現れる。中国古代の人々は、この6と5を宇宙を構造化している天数であり、万物を貫く根源的、原理的な数であると考えた。

五蔵六府は、天六地五の天数に合し、宇宙の運行の原理と調和し、宇宙が奏でる音楽に共鳴して鳴り響く楽器である

経脈は音楽が作り、その旋律は五蔵六府に注ぐ
「六なるものは律なり。律なるものは陰陽四時を調えて十二経脈を合する」（『霊枢』九鍼論）　律は古代音階。「律」は陽、「呂（りょ）」が陰、合わせて「十二律」ともいう。
「天円地方（天は丸く、地は四角）なり。人の頭は円（まる）く、足は方にしてもってこれに応ず。…天に四時あり人に四肢あり、天に五音あり人に五藏あり。天に六律あり人に六府あり。…地に十二経水あり、人に十二経脈あり…此れ人と天地と相応じるものなり」（『霊枢』邪客）
五音（ごいん、ごおん）は、宮・商・角・徴(ち)・羽(う)。洋楽のドレミソラと同様の音程になる。五行色体表では、角・徴(ち)・宮・商・羽(う)の順。

「人の天道に合するや、内に五蔵あり、もって五音五色五時五味五位に応じるなり。外に六府あり、もって六律に応じるなり。六律は陰陽諸経を建てて、これを十二月、十二辰、十二節、十二経水、十二時、十二経脈に合するものなり。 此れ、五蔵六府の天道に応じるゆえんなり。それ、十二経脈なるものは、人の生ずるゆえん、病の成るゆえん、人の治するゆえん、病の起こるゆえんなり」（『霊枢』経別）
十二節は、二十四節気のうちの十二節（立春、啓蟄、清明、立夏、芒種（ぼうしゅ）、小暑、立秋、白露、寒露、立冬、大雪、小寒）

五蔵は経脈と結ばれ、天地の気である血・気が流れる。経脈は音楽の旋律、波動が作ったが、五蔵もまた天地が奏でる音に共鳴、振動する楽器であった。

天空には、音楽が鳴り響いている、世界は音響であるという認識は、古代のヨーロッパ、インド、など世界中に存在したのである。

五大、皆響きあり。
十界、言語を具す。
六塵、悉く文字。
法身、是れ実相。
　　　　　　　　　　　　（空海『声字実相義』）

（地・水・火・風・空の五大からなる宇宙の万象には、皆、響きがあり、地獄・餓鬼・修羅・人・天・声聞・緑覚・菩薩・仏の十界すべてに言語がある。色・声・香・味・触・法の六塵の認識対象は悉く文字として語りかけている。宇宙そのものである大日如来の悟りの世界は、このあるがままの世界なのである）

Ⅱ．古代数術入門

【1】天六地五の天数を当てはめて構築されたのが、古代鍼灸の蔵府理論である。解剖学的知識を踏まえつつ、文化的、哲学的な枠組みで構成したのである。 数が世界を成立させる。数字は単に数を示すだけでなく、宇宙秩序の秘密を隠しているという考え方は、古代世界から未開社会まで普遍的に見られるが、中国においては「術数」「数術」と呼ばれ、固有の展開をした。
「上古の人、其の道を知る者は、陰陽に法り、術數に和す。食飮に節あり、起居常有り。妄（たばかり）りに勞をなさず。故に能く形と神を倶にし、ことごとく其の天年を終え、百歳を度（こ）えて乃ち去る」（『素問』上古天真論）
【2】『素問』『霊枢』には、謎めいた「数」への言及が多い。一、二、三、四、五、六、七、八、九の数字やその倍数が、呪文のように、意味ありげに使われている。
【２】『素問』三部九候論には、「天地の至数、一に始まり、九に終わる」「天地の至数、人形（じんけい）、血気に合す」とある。天地の構造を示す聖なる数字は、人の形態や血、気の運行の構造を示す数字と合致しているという。
「夫れ人の常数は、太陽は常に多血少気、少陽は常に多気少血、陽明は常に多血多気、厥陰は常に多気少血、少陰は常に多血少気．太陰は常に多血少気。此れ天の常数なり」（『霊枢』五音五味）　（ここでは、「數」は、「法則」の意味で使われている。）
【３】 中国古代人は、ものごとを構成する数が同じであれば、天人合一の法則により、音楽の周波数のように共鳴、共振が起こると考えた。
「気同じければ則ち会す。声比すれば則ち応ず。其の験、曒然（きょうぜん）なり。試みに琴瑟を調して之を錯せん。其の宮を鼓すれば則ち他宮これに応じ、其の商を鼓すれば而（すなわ）ち他商これに応じ、五音比して自ら鳴り、神有るに非ず、其の数、然ればなり。（気が同じであれば会合する。音声が同じであれば相応ずる。そのしるしは明らかである。こころみに琴瑟を調節して演奏してみよう。宮音を奏でれば、その他の宮音もこれに呼応し、商音を奏でれば、その他の商音もこれに呼応し、五音は自ら音を出す。神がいるからではなく、数がそのようになっているからである）」（董仲舒『春秋繁露』同類相動）
当時の医師たちも、十二経脈、ツボの数、さらに経脈の長さなども、天地の数に合わせる数術思想から決めていた。五蔵六府だけではなかったのである。
「それ、聖人の度数を起こすや、必ず天地に応ず」（『素問』離合真邪論）
【４】 『黄帝内経』の理解に欠かせないこの数術の研究は、わが国では行われていない。中国の鍼灸学では、『黄帝内経』と数術観念との絡みは、近年、一つの研究ジャンルになっている。荒川緑先生から教示された重慶医科大学中医薬学院、卓廉士の論文「古代数術から見た経脈の長さと営気の流注」（『中国針灸』2008年8月第28巻第8期）は、「経脈の長短寸尺と営気の流注度数は、いずれも数術から演繹されてできたものであり、その目的は天人間の密接にして不可分な感応関係を建てることであった。数術を証明するすべがない以上、営気の流注に関する研究についても、現代の実証科学の方法を採用するのはふさわしくない」と述べている。
「数術は、天地間の「常数」あるいは「至数」であり、それと宇宙本体の間には不可知の天然の連繋が存在している。数術に合することは、天地陰陽の運動が保たれていることと一致し、道と合し、このため森羅万象がいかに千差万別であろうとも、数術を考察すれば、同じ気類の事物では、その数の多少によって、分類し説明することができる。『素問』陰陽離合論は「天爲陽、地爲陰、日爲陽、月爲陰、大小月三百六十日成一歳、人亦応之」という。「応之」とは、感応のことであり、天人間には、数術を同じくする事物として、相互浸透・相互資生・相互助長の傾向が存在し、このため数をもちいて天人陰陽の関係を説明し、天体運行と人体経脈気血運行の密接な関係、利害の一致を見ることができるのみならず、「陰陽の変、其れ人に在れば、亦た之を数えて数うべし」（『素問』陰陽離合論）である。数の多少によって、臓腑・陰陽・経脈・気血の間の複雑な関係を整理することができると考えたのである」（卓廉士氏の論文、荒川緑訳）

『黄帝内経』における数の意味
【一】『説文解字』巻一上に「一、惟（こ）れ初め太始、道、一に於いて立ち、天地を造分し、萬物を化成す」とある。古代人は、「一」を宇宙の本源とみなし、「道」の体現であるとした。そのため、「一」は「大一」「太一」（あるいは「泰一」）と表現され、祭られ、崇拝された。『素問』移精変気論では、刺鍼時に神を守って、「治の極は一に於いてする」ことを強調している。
「帝曰く、願わくば要道を聞かん、と。岐伯曰く、治の要極は色脈を失すること無きなり。之を用いて惑わざるは治の大則なり。逆従到行し、標本を得ざれば、神を亡ぼし、国を失う。故（ふるき）を去り新（あたらしき）に就けば乃ち真人を得るなり、と。帝曰く、余は其の要を夫子に聞けり。夫子の言は色脈を離れず。此れ余の知る所なり、と。岐伯曰く、治は之、一に極まる、と。帝曰く、何をか一と謂う、と。岐伯曰く、一とは因りて之を得るなり、と。帝曰く、奈何（いかん）、と。岐伯曰く、戸を閉じ牖（まど）を塞ぎ、之を病者に繋（か）け、しばしば其の情を問い、以て其の意に従う。神を得る者は昌え、神を失う者は亡ぶ、と。帝曰く、善し、と」
　医者と患者の神気の合一が最も道に合ったことであり、最もよく治療効果を発揮できるというのである。 
「天地も我と並び生じ、万物も我と一たり」（戦国『荘子』斉物論篇）
「天また喜怒之気、哀楽之心あり。人とあい副う。類をもってこれを合す。天人一なり」（前漢・董仲舒『春秋繁露』陰陽義）
この「一」の意味が念頭にあり、『黄帝内経』の根底の思想が天人合一論であると知っていれば、『霊枢』陰陽清濁篇の次の個所は難解ではない。
「黄帝曰く。余聞く、十二経脉．以て十二経水に応ずるものは、其の五色おのおの異なり、清濁同じからずと。人の血気は一の若し。これに応ずること、いかん。岐伯曰．人の血気．苟（いやしく）も能く一の若くんば、則ち天下は一たり。いずくんぞ、乱す者あらんや。黄帝曰く、余一人を問う。天下の衆を問うにあらず。岐伯曰く、夫れ、一人なる者、また乱気あり、天下の衆、また乱人あり。其れ合して一となすのみ」

【二】『老子』第四十二章は「道は一を生じ、一は二を生じ、二は三を生じ、三は万物を生ず」という。道の一は分かれて二となり、陰陽に判別されるので、「二」は陰陽を代表する。「陰陽が和合して万物が生じ」（『淮南子』天文訓）、雌雄が合して新たな生命を生み出すことができる。「柔上れば剛下り、二気感応してもって相したしみ、止まってよろこび、男、女に下る」「天地感じて万物化生す」（咸卦・彖伝）
「帝曰く、陰陽に法ることは奈何、と。（略）帝曰く、此の二者を調すること奈何、と。岐白曰く、能く七損八益を知れば則ち二者調す可し。此を用いること知らざれば則ち早衰の節なり。年四十にして陰気は自ら半ばなり、起居衰う。年五十は体重く、耳目は聡明ならず。年六十は陰痿し、気大いに衰え、九竅は利せず、下虚上実して涕泣（ていきゅう、＝鼻水と涙）ともに出ず。故に曰く、之を知れば則ち強し、知らざれば則ち老ゆ。故に同じく出でて名を異にするのみなり。智者は同を察し、愚者は異を察す。愚者は足らず、智者は有余なり。有余なれば則ち耳目は聡明、身体は軽強なり。老者はふたたび壮んになり、壮者は益々治す。是れ以て聖人は無為の事をなし、恬憺（てんたん、＝こだわりがないこと）の能（＝態）を楽しみ、欲に従い、志を虚無の守に快にす。ゆえに寿命は窮まること無く、天地とともに終わる。此れ聖人の身を治するなり」（『素問』陰陽応象大論）

　※男女生命の七、八リズム
「帝曰く、人、年老いて子無きは材力（＝精力）尽きたるか、はたまた天数然るか、と。
岐伯曰く、女子は七歳にして腎気盛し、歯更（かわ）り、髪長ず。
二七にして天癸（てんき、＝腎気が生成する陰精）至り、任脈通じ、太衝の脈盛し、月事時を以て下る。故に子を有す。
三七にして腎気平均す。故に真牙生じて長（＝身長）極る。
四七にして筋骨堅く、髪の長極り、身体盛壮なり。
五七にして陽明の脈衰え、面始めて焦（やつ）れ、髪始めて堕つ。
六七にして三陽の脈、上に衰え、面皆焦れ、髪始めて白し。
七七にして任脈虚し、太衝の脈衰少し、天癸竭き、地道（＝月経）通ぜず。故に形壊（つい）えて子無きなり、と。
丈夫は八歳にして腎気実し、髪長じ、歯更る。
二八にして腎気盛し、天癸至り、精気溢写し、陰陽和する（＝性交が可能になる）。故に能く子を有す。
三八にして腎気平均し、筋骨勁強たり。故に真牙生じて長極まる。
四八にして筋骨隆盛し、肌肉満壮たり。
五八にして腎気衰え、髪堕ち、歯槁（か）る。
六八にして陽気上に衰竭し、面焦れ、髪鬢頒白（はつびんはんぱく、＝髪や鬢に白髪が混じる）たり。
七八にして肝気衰え、筋動ずること能わず。天癸竭き、精少く、腎蔵衰え、形体皆極まれり。
八八にして則ち歯髪去る。腎は水を主り、五蔵六府の精を受けてこれを蔵す。故に五蔵盛になれば乃ち能く写す（＝精気を瀉す。射精）。今五蔵皆衰え、筋骨解堕し、天癸竭きたり。故に髪鬢白く、身体重く、行歩正しからずして子無きのみ、と」（『素問』上古天真論）

【三】「道は一を生じ、一は二を生じ、二は三を生じ、三は万物を生ず」の「三は万物を生ず」は何のことか。三を三倍にすると至高の数、すべてを意味する九となる。よって古代人は、「物は三を以て生じ、三は万物化生の基である」と考えた。三は、生命が生生として已まず、千変万化して繁栄する基数である。天地人三才は中国の宇宙構図である。三の倍数である六・九・十二・二十四なども三の延長とみなされた。
「黄帝曰く、夫れ、古より天に通ずる者は生の本を、陰陽に本づく。天地の間、六合の内、其の気、九州、九竅、五蔵、十二節、皆、天気に通ず。其れ五を生じ、其の気、三なり。しばしば此れを犯す者は則ち邪気人を傷る。此れ寿命の本なり。
　蒼天の気、清浄なれば則ち志意治る。これに順なればすなわち陽気固し。賊邪有ると雖も、害すること能わざるなり。此れ時の序に因る。故に聖人は精神を専にし、天気を服して神明に通ず。これを失えば則ち内、九竅閉ざされ、外、肌肉壅がれ、衛気、散解す。此れを自ら傷ると謂う。気の削なり。
　陽気なる者は天と日の若し。其の所を失すれば則ち寿を折りて彰（あきら）かならず。故に天運は当に日の光明を以ってすべし。是の故に陽は因りて上り、外を衛（まも）る者なり」（『素問』生気通天論）
「夫れ古自り天に通ずる者は生の本、陰陽に本づく。其の気、九州、九窮、皆天気に通ず。故に其の生は五、其の気は三。三にして天を成し、三にして地を成し、三にして人を成し、三にして之を三にし、合すれば則ち九となる。九、分かれて九野となり、九野は九蔵となる。故に形蔵四、神蔵五、合して九蔵となりて、以て之に応ずるなり、と」（『素問』六節蔵象論）
　※形蔵四、神蔵五　形蔵とは形あるものを収める四府（胃、大腸、小腸、膀胱）、神蔵とは神（魂、神、意、魄、志）を収める五蔵（肝、心、脾、肺、腎）のこと。

【六】 【九】 六と九は、三から生成されるだけでなく、六は陰数であり、九は陽数であり、六と九の倍数、六六三十六と九九八十一は、みな特殊な意味を持つ。 
「黄帝問いて曰く、余、方士に聞くに、或は脳髄を以て蔵と為し、或は腸胃を以て蔵と為し、或は以て府と為す。敢えて問う。こもごも相反するも、皆自ら是（ぜ）と謂う。其の道を知らず。願くは其の説を聞かん、と。
　岐伯対えて曰く、脳、髄、骨、脈、胆、女子胞、此の六者は、地気の生ずる所なり。皆陰を蔵して地を象（かたど）る。故に蔵して写さず。名づけて奇恒の府と曰う。夫れ胃、大腸、小腸、三焦、膀胱、此五は、天気の生ずる所なり。其の気は天を象る。故に写して蔵さず。此れ五蔵の濁気を受く。名づけて伝化の府と曰う。此れ久しく留むること能わず、輸写するものなり。魄門（はくもん、＝肛門）も亦、五蔵の使と為す。水穀久しく蔵することを得ず」（『素問』五蔵別論）
「黄帝問いて曰く、余、九鍼を夫子に聞く。衆多愽大にして、勝げて（＝すべてを尽くす）数うべからず。余、願わくば要道を聞き、以て子孫に属（しょく、＝頼み任せる）し、之を後世に伝え、之を骨髓に著（あら）わし、之を肝肺に蔵し、血を歃（すす）りて受け、敢えて妄りに泄さじ。天道に合わしむるに（＝その教えを天道に合わせてみると）、必ず終始あり、上は天光、星辰、歴紀に応じ、下は四時、五行に副（かな）う。貴賎、更互し（＝四季の気の盛衰が入れ替わり）、冬は陰、夏は陽。人を以て之に応ずること奈何。願わくば其の方を聞かん、と。岐伯対えて曰く、妙なる哉、問いや。此れ天地の至数なり、と。
　帝曰く、願わくば天地の至数、人形血気に合し、死生を決するに通ずるを聞かん。之を為すこと奈何、と。岐伯曰く、天地の至数は一に始まり九に終る。一なるものは天、二なるものは地、三なるものは人なり。因りて之を三にす。三三なるものは九、以て九野に応ず。故に人に三部有り、部ごとに三候有り、以て死生を決し、以て百病を処し、以て虚実を調えて、邪疾を除く、と。
帝曰く、何を三部と謂う、と。
　岐伯曰く、下部有り、中部有り、上部有り。部に各々三候有り。三候は天有り、地有り、人有るなり。必ず指して之を導けば、乃ち以て真たり。
　上部の天は両額の動脈なり。上部の地は両頬の動脈なり。上部の人は耳前の動脈なり。中部の天は手の太陰なり。中部の地は手の陽明なり。中部の人は手の少陰なり。下部の天は足の厥陰なり。下部の地は足の少陰なり。下部の人は足の太陰なり。故に下部の天は以て肝を候い、地は以て腎を候い、人は以て脾胃の気を候う、と。
帝曰く、中部の候、奈何、と。
　岐伯曰く、亦、天有り、亦、地有り、亦、人有り。天は以て肺を候い、地は以て胸中の気を候い、人は以て心を候う、と。
帝曰く、上部、何を以てか之を候わん、と。
　岐伯曰く、「亦、天有り、亦、地有り、亦、人有り。天は以て頭角の気を候い、地は以て口歯の気を候い、人は以て耳目の気を候う。三部なるものは各々天有り、各々地有り、各々人有り。三にして天を成し、三にして地を成し、三にして人を成す。三にして之を三にし、合すれば則ち九と為る。九は分ちて九野と為り、九野は九蔵と為る。故に神蔵は五、形蔵は四、合して九蔵と為す。五蔵已に敗れれば其の色は必ず夭（か）る。夭るれば必ず死す、と。（『素問』三部九候論）

【四】 【五】 四は四季の数であり、五行と配するために特に一季を増やして、あわせて五季とする。春・夏・長夏・秋・冬は、生・長・化・収・蔵の数に符合する。五は五行の常数であり、重要な基本数のひとつである。五の倍数である十・十五・二十・二十五・三十・三十五……と、三百六十五にいたるまで、「天地の数」とみなされる。まさに「天地の間、六合の内、五を離れず、人も亦た之に応ず」（『霊枢』陰陽二十五人）である。 
「黄帝曰く、余聞く、上古に真人なる者あり。天地を提挈（＝天を挙げ、地をひっさげる）し、陰陽を把握し、精気を呼吸し、独り立ちて神を守る。肌肉一の若し。故に能く寿は天地を敝（つく）し、終るとき有ることなし。此れ其の道の生ずればなり（原文：此其道生也）。
　中古の時、至人なる者有り。淳徳にして道に全く、陰陽を和し、四時に調え、世を去り俗を離れ、精を積み神に全く、天地の間に游行し、八達（＝四方八方の遠く）の外を視聴す。此れ蓋し其の寿命を益して強き者なり。亦、真人に帰す。
　其の次に聖人なる者有り。天地の和に処（お）り、八風の理に従い、嗜欲を世俗の間に適（かな）え、恚嗔（いしん、＝怒り、憎しみ、怨みなどの感情）の心無し。行いは世を離るるを欲さず、服章を被り（＝定められた衣服を着て。衍文？）、挙は俗に観せしむるを欲せず。外、形を事に労さず、内、思想の患いなし。恬愉（＝恬憺を愉しむ）を以て務めとなし、自得を以て功となし、形体敝（ほろ）びず、精神散ぜず、亦百を以て数うべし。
　其の次に賢人なる者有り。法は天地に則り、象は日月に似（かたどり）どり。星辰に辯列し、陰陽に逆従し、四時を分別し、将に上古に従って道に合同せんとす。亦、寿を益さしむるも極まる時あり、と」（『素問』上古天真論）
「夫れ四時陰陽なるものは、万物の根本なり。聖人の春夏に陽を養い、秋冬に陰を養う所以は、其の根に従うを以てなり。故に万物とともに生長の門に沈浮す。其の根に逆えば則ち其の本を伐ち、其の真を壊す。故に陰陽四時なる者は、万物の終始なり、死生の本なり。之に逆えば則ち災害生じ、之に従えば則ち苛疾起らず、是を道を得ると謂うなり。道なる者は聖人はこれを行い、愚者はこれに佩（そむ）く。陰陽に従えば則ち生き、これに逆えば則ち死す。これに従えば則ち治まり、これに逆えば則ち乱れる」（『素問』四気調神大論）
　※四時陰陽 春を少陽、夏を大陽、秋を少陰、冬を太陰とする。
「天に四時五行あり、以って生長収蔵し、以って寒暑燥濕風を生ず。故に喜怒は気を傷り、寒は形を傷る。暴怒は陰を傷り、暴喜は陽を傷る。厥気（＝逆行する気）上逆して脈に滿つれば形去る。喜怒節ならず、寒暑過度なれば、生すなわち固からず。故に重陰は必ず陽、重陽はかならず陰なり。故に曰く、冬に寒に傷（やぶ）られれば、春に必ず温病（うんびょう、＝発熱性急性伝染病の総称）し、春に風に傷られば、夏に飧泄（そんせつ、＝泄瀉。水様便で未消化な残渣物が混入）を生ず。夏に暑に傷られば、秋に必ず痎瘧（がいぎゃく、＝おこり、マラリヤ）す。秋に湿に傷られれば、冬に欬嗽（がいそう、＝気道の病気に併発して呼気激動し発声する症状。痰の出るものと出ないものがある）を生ず」（『素問』陰陽応象大論）

三五の道
「三」「五」は、特に数術の重要な基本数であり、出現頻度がきわめて高い。
三は、三候・三部・三陰・三陽、その倍数では六気・六腑・病の六変・陰陽六経・情志の九気・形神の九蔵・頭部の九竅・鍼の九鍼・十二経脈・十二節・十二時・十二月である。
五は、五臓・五官・五色・五音・五体・五志・五乱、その倍数では「二十五陽」（『素問』陰陽別論）、「二十五変」（『素問』玉機真蔵論）、「二十五穴」（『素問』気穴論）、「陰陽二十五人」（『霊枢』陰陽二十五人）、「衞気行于陰二十五度、行于陽二十五度」「營周不休、五十而復大會」（『霊枢』営衛生会）、三百六十五節（『素問』六節蔵象論）、「三百六十五絡」（『素問』針解）などである。
「三と五は数術の基本数であり、数術は古代人の尊崇を受けて、「三五の道」と称された。『史記』天官書には「天数を爲（おさ）むる者は、必ず三五に通ずべし」といわれ、「三五」は宇宙時空の至数を内包していて、きわめて神秘的なものと考えられた。（略）「三五の道」とは、天と人が「上」「下」に交通する道である。よって数術の演繹（えんえき）はつねに三五の形式による。古代人は、「三を以て五に応じ」（『淮南子』天文訓）、三五十五、四五二十、五五二十五、六五三十、七五三十五、八五四十、九五四十五の数を得る。これらの結果を固定してある種の常数として、天人連繋の紐帯とみなした」（卓廉士「古代数術から見た経脈の長さと営気の流注」）
「三五（参伍）」は、『黄帝内経』中にも、天地人合一の診断法、治療法の代名詞として使われている。
「黄帝問うて曰く、「診法はいかん」。岐伯対えて曰く、「診法は常に平旦を以てす。陰気未だ動かず、陽気未だ散ぜず、飲食未だ進まず、経脈未だ盛んならず、絡脈は調匀し、気血は未だ乱れず。故に乃ち有過の脈を診ること可なり。脈の動静を切し、而して精明を視て、五色を察し、五蔵の有余不足、六府の強弱、形の盛衰を観て、此れを以て参伍し、死生の分を決す」（『素問』脈要精微論）
　「参伍—三者を相互に較べることを「参」といい、五者を相互に類推することを「伍」という。相互を見較べて異同をたがいに証し、必ずその微妙な部分を捜そうとすることをいう。たとえば『周易』繋辞上伝に「参伍して変じ、其の数を交え合わせる。其の変化に通ずれば［天下の万象を定めることができる］」とあるのは、この意味である」（南京中医葯大学編『現代語訳 黄帝内経素問（上）』東洋学術出版社。王冰、張介賓の注をほぼそのまま引用している）
　「ここは、形気の盛衰をよく観察して、ここには問診が入っていませんけれども、望診とか脈診とかを参伍し、「参伍し」というのは大して意味がないんですけれども、喜多村直寛が、次のように言っています。三部九候論という所に、「形気相得る者は生き、参伍調わざる者は病む。」で、王冰の注では、「参とは参校を謂い、伍とは類伍を謂う。参校類伍して調わざる有るなり。」と。三部九候論は「参伍不調なる者」という言い方なんです。そこでの王冰の注は次のように言っている。つまり三つを比較するのを「参」と言い、五つを比較するのを「伍」と言う。参伍というのは、三つ或は五つの比較材料を良く按配して、それでその中から決定的な結論を引き出して行く。何の結論かというと、「死生の分」。生きるか死ぬかということを分別することができる。それには、平旦に診る脈によって有過の脈を読み取り、それから脈の動静を診て、それから目の状況、顏色の状況、五蔵や六腑の有余不足、強弱、それから形気、身体全体の形をなしている部分と、身体を動かしている気などの盛衰を良く比較参考して、「この病人は良くなる」、良くなるというのは自然に良くなる場合もあるし、治療をすれば良くなる場合もあるんですね。「あるいは自然に死んじゃう。」治療してもダメ、というようなことを決定することができる。つまり決死生ですね。三部九候論で言っている「決死生」。死生を決する診断法を、参伍することによって行うことができるというんです」（インターネットの島田隆司『素問講座』から）
「帝曰く、「其の星辰に法るものは、余、之を聞けり。願くば往古に法るものを聞かん」。岐伯曰く、「往古に法るとは、まず鍼経を知るなり。来今を験する（＝古人の経験を今に生かす）とは、先ず日の寒温、月の虚盛を知り、以て気の浮沈を候い、而して之を身に調え、其の立ちどころに験有るを観る。其の冥冥（めいめい）たるを観るとは、形気、栄衛の外に形（あら）われざるも、而して工、独り之を知るを言う。日の寒温、月の虚盛、四時の気の浮沈を以て参伍、相い合して之を調う。工、常に先ず之を見る、然るに外には形われず、故に冥冥を観ると曰うなり」（『素問』八正神明論）

『霊枢』脈度に記載されている経脈の長さ
「手の六陽は、手より頭に至り、長さ五尺、五六三丈。手の六陰は、手より胸中に至り、三尺五寸、三六一丈八尺、五六三尺、合わせて二丈一尺。足の六陽は、足より上りて頭に至り、八尺、六八四丈八尺。足の六陰は、足より胸中に至り、六尺五寸、六六三丈六尺、五六三尺、合わせて三丈九尺。蹻脉は、足より目に至り、七尺五寸、二七一丈四尺、二五一尺、合わせて一丈五尺。督脈・任脈はおのおの四尺五寸、二四八尺、二五一尺、合わせて九尺。凡そ都合一十六丈二尺、此れ気の大経隧（けいつい）なり」
　
経脈の長さは実数にあらず〜卓廉士の解釈
「『霊枢』脈度はひとの身長を八尺とさだめるが、これは上古にならうものである。「周制は八寸を以て尺と爲し、十尺もて丈と爲す。人の長さは八尺、故に丈夫と曰う」」（『説文』）。これによれば、「足の六陽、足上從り頭に至る、八尺」とは、足六陽の長さが実際上、身長であるということである。ここで注目すべき点がふたつある。１.八尺は数術として扱えば、八の数であるが、経脈は十進法を用いる。２.男女差、年齢差により身長差は大きいが、天人感応の数術では、異なるところはない。（略）各経脈の長さをみると、足陽経が古代の八尺を取っている以外、その他はみな三五の倍数である。
　手三陽経はそれぞれ長さ三尺五寸、足三陰経はそれぞれ六尺五寸、脉の長さは七尺五寸、任督二脈はそれぞれ四尺五寸である。これ以外に注意すべきは、手足陰陽経脈の差も三五およびその倍数であることである。足陽経と足陰経の差は、一尺五寸（8-6.5＝1.5）であり、手陽経と手陰経の差も一尺五寸（5-3.5＝1.5）であり、手足陽経の差は三尺（8-5＝3）であり、手足陰経の差も三尺（6.5-3.5＝3）である。数術は単位と小数は使わないので、上述の一尺五寸・三尺五寸・四尺五寸・五尺・七尺五寸は、それぞれ十五・三十五・四十五・五十・七十五と見るべきで、いずれも「三五之道」の数術に属す。 
　経脈の総数は二十八本（注：十二経脈は左右で二十四、任脈・督脈は各一、左右の蹻脉各一、計二八）であり、上では二十八宿に応じる。二十八の数と合わせるために、『霊枢』脈度では衝脈・帯脈・維脈を捨てて論じない。『霊枢』五十営は「天周二十八宿、宿三十六分」という。これから分かるように、経脈の総数の実際は、六六の天数を隠し持っている。（注：一宿の分度は約三十六分。1008分÷28＝36）「天は六六の節を以てし、以って一歳と成す。人は九九を以て制會し」（『素問』六節蔵象論）とは、天数と相応ずるためであり、経脈は長さにおいては、九九の数を採用している。『霊枢』脈度によれば、経脈は左右に各一、あわせて長さ十六丈二尺（81×2＝162）であり、人体の片側の経脈は八丈一尺で、九九の数である。任・督の二脈はあわせて九尺（4.5＋4.5）であり、また「九九制会」の数に含まれる。
　「制会」には、制約・規範の意味があり、天人の交流を実現するために、臓腑の気化や経脈の長さなどの生理指標はかならず九九の数の制約と規範を受けているということである。」
　「数術と中医理論は密接に結びついており、分けることはできない。『霊枢』根結に「一日一夜五十營、以營五藏之精、不応数者、名曰狂生」とある。古代人の観念では、数術を放棄して臓腑経脈と営衛の流注を論ずることなど、想像もできなかったのである。しかしながら、漢代では、ひとびとは数術は「破碎して知り難し」（『漢書』芸文志）とすでに慨嘆していた。年代的にかなり古く、系統だった資料が欠乏しているため、『内経』に見られる数術の記述について完全な解釈を得ることは難しい。（略）もし、数術には証明するすべがないことを理解するなら、おそらく現代実証科学の手段をもちいる営衛流注研究の実行可能性について、反省するところがあるだろう」


中国古代鍼灸の数術的概念図　　　　　　日本鍼灸は？
図形をこのように描けば、数術で使われ
ている数字は、すべて含まれる。		
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	ーワード
	『素問』
	『霊枢』
	計
	『素問』出現頻度
	『霊枢』出現頻度
	総出現頻度数

	黄帝
	81
	426
	507
	0.0060
	0.0409
	0.0211

	気
	1802
	1149
	2951
	0.1328
	0.1102
	0.1230

	精
	135
	84
	219
	0.0099
	0.0081
	0.0091

	神
	108
	82
	190
	0.0080
	0.0079
	0.0079

	天
	438
	144
	582
	0.0323
	0.0138
	0.0243

	地
	272
	70
	342
	0.0200
	0.0067
	0.0143

	天地
	80
	24
	104
	0.0059
	0.0023
	0.0043

	陰
	1021
	698
	1719
	0.0752
	0.0670
	0.0716

	陽
	1058
	834
	1892
	0.0780
	0.0800
	0.0788

	陰陽
	184
	133
	317
	0.0136
	0.0128
	0.0132

	四時
	77
	36
	113
	0.0057
	0.0035
	0.0047

	身
	131
	119
	250
	0.0097
	0.0114
	0.0104

	治
	440
	196
	636
	0.0324
	0.0188
	0.0265

	日
	277
	255
	532
	0.0204
	0.0245
	0.0222

	月
	94
	62
	156
	0.0069
	0.0059
	0.0065

	日月
	10
	8
	18
	0.0007
	0.0008
	0.0008

	蔵
	386
	259
	645
	0.0284
	0.0248
	0.0269

	府
	112
	127
	239
	0.0083
	0.0122
	0.0100

	藏府
	9
	13
	22
	0.0007
	0.0012
	0.0009

	五蔵
	129
	138
	267
	0.0095
	0.0132
	0.0111

	血
	314
	381
	695
	0.0231
	0.0365
	0.0290

	脉
	647
	505
	1152
	0.0477
	0.0484
	0.0480

	経絡
	22
	21
	43
	0.0016
	0.0020
	0.0018

	経脉
	34
	49
	83
	0.0025
	0.0047
	0.0035

	血脉
	8
	35
	43
	0.0006
	0.0034
	0.0018

	虚
	266
	257
	523
	0.0196
	0.0247
	0.0218

	実
	145
	103
	248
	0.0107
	0.0099
	0.0103

	補
	8
	129
	137
	0.0006
	0.0124
	0.0057

	寫
	61
	150
	211
	0.0045
	0.0144
	0.0088

	邪
	222
	217
	439
	0.0164
	0.0208
	0.0183

	風
	352
	165
	517
	0.0259
	0.0158
	0.0215

	肝
	100
	96
	196
	0.0074
	0.0092
	0.0082

	心
	266
	255
	521
	0.0196
	0.0245
	0.0217

	脾
	156
	80
	236
	0.0115
	0.0077
	0.0098

	肺
	186
	118
	304
	0.0137
	0.0113
	0.0127

	腎
	204
	89
	293
	0.0150
	0.0085
	0.0122

	太陰
	149
	114
	263
	0.0110
	0.0109
	0.0110

	少陰
	160
	111
	271
	0.0118
	0.0106
	0.0113

	厥陰
	117
	42
	159
	0.0086
	0.0040
	0.0066

	陽明
	164
	153
	317
	0.0121
	0.0147
	0.0132

	太陽
	131
	156
	287
	0.0097
	0.0150
	0.0120

	少陽
	130
	113
	243
	0.0096
	0.0108
	0.0101

	木
	103
	27
	130
	0.0076
	0.0026
	0.0054

	火
	188
	29
	217
	0.0139
	0.0028
	0.0090

	土
	85
	7
	92
	0.0063
	0.0007
	0.0038

	金
	75
	15
	90
	0.0055
	0.0014
	0.0038

	水
	232
	148
	380
	0.0171
	0.0142
	0.0158

	五行
	19
	7
	26
	0.0014
	0.0007
	0.0011

	一
	310
	297
	607
	0.0228
	0.0285
	0.0253

	二
	239
	267
	506
	0.0176
	0.0256
	0.0211

	三
	329
	295
	624
	0.0242
	0.0283
	0.0260

	四
	256
	192
	448
	0.0189
	0.0184
	0.0187

	五
	530
	494
	1024
	0.0391
	0.0474
	0.0427

	六
	217
	210
	427
	0.0160
	0.0201
	0.0178

	七
	97
	71
	168
	0.0071
	0.0068
	0.0070

	八
	81
	79
	160
	0.0060
	0.0076
	0.0067

	九
	122
	90
	212
	0.0090
	0.0086
	0.0088

	養生
	3
	1
	4
	0.0002
	0.0001
	0.0002

	キーワード小計
	13572
	10425
	23997
	1
	1
	1

	（総字数）
	100796
	80510
	181306
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